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（別紙様式） 

地域における野生鳥獣被害対策の成果と今後の取組について 

対策チーム名  木曽野生鳥獣被害対策チーム 

■発表タイトル 電気柵の効果的な設置・運用を促進するための農業者向けリーフレットの作成 

■地域名      木曽管内全域           

■内容概要   

１ 地域の概要 

集落戸数 

加害鳥獣 被害農作物等 備考 

 うち農家 

― ― 

サル、イノシシ、

シカ 

野菜・水稲等  

 

２ 実施した内容 

区 分 実施に当たって工夫等したポイント 

経 過 

当対策チームにおいては毎年夏季に管内の獣害防止用電気柵について点検巡回を行ってい

る。その中で、主に設置者の知識不足によると思われる設置上・管理上の問題点が散見さ

れ、電気柵がその効果を十分に発揮できていない現状が明らかとなった。このことを踏ま

え、農家が個人で電気柵を設置する際に参考となるリーフレットを作成し配布することで

個々の電気柵の機能向上と鳥獣被害の低減を目指す。 

取組内容 

夏季に行った電気柵の点検巡回及び静岡県で発生した電気柵事故の際に行った点検での指

摘事項、また、H27 年度管内の元気づくり支援金を活用した長野式電気柵の展示圃場にお

ける事例等をまとめ、管内で農業者が電気柵を設置するにあたって留意すべきポイントを

整理した。それらを基に資材の選び方、設置の手順、管理のポイント等をリーフレットに

まとめた。これを用い、H28 年度の各種講習会、現地指導、点検巡回等の際に電気柵の基

礎知識の普及に努めている。 

効

果 

被害状況  

その他特記

事項 

 

農家の方からの

コメント 

特にサル対策に苦慮している。説明の中で盲点だった部分もあるので今後注意していき

たい。 

 

３ 課題と今後の取組 

H28 年度以降も電気柵の点検巡回を行い、今回作成したリーフレットを活用しながら電気柵の基礎知識及び

管理方法について普及してゆく。また、町村で電気柵への補助事業を実施する際にも農業者への説明をしても

らうなど協力を求めたい。 

 近年利用が拡大しているネット通電式電気柵への対応も検討を進める。 
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４ 活動状況 

 

 


